
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦前から一つの名前で通してきた政

党は日本共産党だけです。それは、戦

前、他のすべての政党は、自らの党を解

散して「大政翼賛会」に合流して侵略戦

争を推進し、戦後に同じ名前で再出発

できなかったからです。 

 日本共産党の戦前のたたかい、「反戦

平和」「主権在民」の旗を掲げた不屈の

たたかいは戦後の日本国憲法に実りま

した。 

 

 

国民を裏切らず社会進歩の 
大義を貫き不屈にたたかう 
 

 1950年代に旧ソ連、1960年代には旧

ソ連と中国の双方から干渉が行われま

したが、日本共産党は「どんな大国で

あれ外国の干渉を許さない」という自

主独立の立場ではねのけ、双方に誤り

を認めさせました。―この立場で世界

に働きかけています。 

 

自己改革の努力続ける 

 

しんぶん赤旗、愛知民報から転載・編集しました。 

日本共産党が目指す未来社会は、人

間の自由で全面的な発達を可能にする

社会です。資本主義のもとでつくられ

た民主主義などの成果を引き継ぎ花開

かせる社会です。すべての人間が自由

な時間を十分にもち、自分自身の中に

眠る能力を自由に全面的に発展させる

ことが可能となる社会です。 

 

日本共産党創立１００周年記念へのメッセージ 
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永
井
愛
さ
ん 

社会主義・共産主義めざす 

 

共
産
党
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
戦
後
で

す
。
私
の
家
は
貧
乏
の
ど
ん
底
で
、
高
校
は
夜

学
。
自
分
が
み
じ
め
で
、
昼
間
部
の
生
徒
と
会

わ
な
い
よ
う
裏
道
を
通
っ
て
通
学
し
ま
し

た
。
そ
の
頃
、
貧
し
い
者
の
味
方
と
し
て
世
の

中
に
現
れ
た
の
が
共
産
党
で
し
た
。
戦
争
中

も
弾
圧
に
屈
さ
ず
、
反
戦
を
貫
い
た
人
た
ち
。

以
来
、
私
は
共
産
党
の
フ
ァ
ン
で
す
。 

 

参
院
選
も
、
野
党
が
も
っ
と
一
致
で
き
た

だ
ろ
う
に
残
念
で
し
た
。
今
後
も
改
憲
な
ど

問
題
は
山
積
み
で
す
。
苦
労
は
多
い
で
し
ょ

う
が
、
粘
り
強
く
一
致
点
を
探
し
て
、
与
党
に

立
ち
向
か
っ
て
ほ
し
い
。 

  

戦
前
戦
後
通
し
て
、
一
つ
の
名
前
で
活
動

し
て
い
る
日
本
で
た
だ
一
つ
の
党
と
い
う
こ

と
で
す
ご
い
で
す
ね
。 

 

特
に
、
一
番
迫
害
、
弾
圧
を
受
け
た
党
が

１
０
０
年
続
い
て
い
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て

心
打
た
れ
ま
す
。
い
ま
、
自
公
政
権
の
１０
年

間
く
ら
い
の
間
に
、
う
そ
が
ま
か
り
通
る
ひ

ど
い
政
治
の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
中
で
、
共
産
党
の
魅
力
と
い
う
の
は

知
性
と
論
理
だ
と
思
い
ま
す
。
国
会
論
戦
に

立
ち
向
か
っ
て
い
く
姿
を
多
く
の
人
が
見

て
、
共
産
党
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
る

と
思
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は 

こ
ん
な
政
党
で
す 

 

日
本
共
産
党
は
７
月
１５
日
に

党
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
は
ど
ん
な
党

か
・
・
・
紹
介
し
ま
す
。 

 

１９２２-２０２２ 

 

100 年 
 

党をつくって 

どんなときも国民との共同 
  

日本共産党は、統一戦線の力で政治

を変えるという姿勢を貫いてきた政党

です。2015年以来、党は市民と野党の

共同というたたかいを開始しました。

たたかいの発展が支配勢力に阻まれる

たびに、自ら成長をはかり、新たな共

同を作って前に進んでいきます。 

 


